
 
新
た
な
時
代
に
向
け
た
学
び
の
変
革 

現
職
研
修
委
員
会
学
習
情
報
部
長 

森 
 

竜
師 

  

今
年
も
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
が
発
売

さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
発
表
日
に
は
、
各
国
で
多
く

の
人
々
が
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が
加
わ
っ
た
か
報
道
に

興
味
を
示
し
た
。
日
進
月
歩
の
技
術
革
新
を
、
世
界
中

の
人
々
が
心
待
ち
に
す
る
姿
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。 

 

本
年
６
月
、
政
府
は
「
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」

を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
先
５
年
間
の
日
本

の
教
育
に
お
い
て
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
計

画
書
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
教
育
は
未

来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
教

育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備
が
方
針
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基

盤
と
な
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
な
ど
が
、
施
策
内

容
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
生
き
る
近
未

来
は
、
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
と
い
っ
た
先
端
技
術
が
日
常
で
活
用
さ
れ
る
社
会

で
あ
る
。
教
育
の
情
報
化
推
進
は
、
子
供
た
ち
の
た
め

に
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 
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これ知ってる！？ 
フォトハラスメント 

勝手に写真を撮られたり、他の

人と一緒に撮った写真が無断でＳ

ＮＳにアップされたりする迷惑行

為。詐欺サイトなどで勝手に使わ

れることもあり、損害賠償や名誉

棄損での刑事告訴される可能性も

ある。氏名や場所の特定をされ、

二次被害が広がることも多い。 

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

●
平
成
30
年
度
岡
崎
市
教
育
研
究
大
会 

本
年
度
の
岡
崎
市
教
育
研
究
大
会
は
、
台
風
の
影
響
で

残
念
な
が
ら
中
止
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
リ
ポ
ー
ト
は
十

二
点
だ
っ
た
。
内
容
を
分
類
し
、
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。 

①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成
を
目
指
し
た
実
践 

男
川
小 

 
 

 

杉
浦 

正
明 

先
生 

愛
宕
小 

 
 

 

高
瀬 

玲
子 

先
生 

②
情
報
社
会
を
よ
り
よ
く
生
き
る 

心
の
育
成
を
目
指
し
た
実
践 

矢
作
北
小 

 
 

藤
渕 

俊
旭 

先
生 

 
 

 

矢
作
中 

 
 

 

長
谷
川
誉
幸 

先
生 

六
ツ
美
北
中 

 

酒
井 

雄
一 

先
生 

北
中 

 
 

 
 

太
田 

 

尚
志 

先
生 

③
各
教
科
・
領
域
で
効
果
的
な 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
を
追
究
し
た
実
践 

生
平
小 

 
 

 

石
谷 

遼
一 

先
生 

六
ツ
美
北
部
小 

 

杉
山 

康
子 

先
生 

竜
海
中 

 
 

 
 

鈴
木 

一
史 

先
生 

矢
作
中 

 
 

  

水
野 

利
明 

先
生 

竜
南
中 

 
 

 
 

中
山
美
奈
子 

先
生 

額
田
中 

 
 

 
  

鈴
木 

広
樹 

先
生 

な
お
、
「
父
母
と
教
師
の
教
育
を
語
る
会
（
県
教
研
）
」

に
は
、
次
の
二
名
が
推
薦
さ
れ
た
。 

・
竜
南
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

中
山
美
奈
子 

先
生 

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、 

生
徒
が
主
体
的
・
対
話
的
に
学
び
合
う
授
業
」 

～
中
学
３
年 

音
楽
科
鑑
賞 

『
組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」
か
ら
』
の
実
践
を
通
し
て
～ 

・
北
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

 

太
田 

 

尚
志 

先
生 

「
自
分
と
似
た
よ
う
な
生
徒
を
対
象
に
取
材
し
、 

生
徒
の
客
観
的
思
考
力
と
自
己
肯
定
感
を
育
て
る
」 

～
中
学
３
年 

映
像
作
品 

『
僕
が
き
み
に
で
き
る
こ
と
』
の
制
作
を
通
し
て
～ 

  

岡
崎
市
で
は
こ
の
夏
、
各
小
学
校
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
導

入
し
た
。
２
学
期
に
な
り
、
子
供
も
教
師
も
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
、
こ
の
新
し
い
機
器
を
使
っ
た
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
各
教
科
別
に
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
使
っ
た
授
業
に
よ
り
、
子
供
た
ち
は
個
々
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
、
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
を
使
え
ば
、
子
供
た
ち
の
学
習

の
様
子
が
学
級
内
で
瞬
時
に
共
有
で
き
る
。
仲
間
と
自

分
の
考
え
を
比
較
す
る
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
対
話
的

な
学
習
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
、
導
入
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
授
業
で
活
用
す
る

こ
と
は
、
一
人
一
人
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
た
学
び
や
、

仲
間
と
協
力
し
て
新
た
な
知
を
見
出
す
よ
う
な
学
び
を

創
造
す
る
た
め
の
、
一
助
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。 

 

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
手
に
授
業
に
向
か
う
子
供
た
ち
の
表
情

は
、
笑
顔
に
満
ち
て
い
る
。
新
し
い
技
術
に
対
し
て
期

待
や
憧
れ
の
思
い
を
抱
く
の
は
、
大
人
も
子
供
も
同
じ

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
は
、

こ
う
し
た
先
端
技
術
を
、
自
ら
の
能
力
を
補
助
、
拡
張

し
、
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
活
用
す
る

力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
や
授
業
研

究
を
進
め
る
の
は
、
我
々
教
員
の
責
務
と
言
え
よ
う
。 

  



                                

                                

                                

＝
実
践
報
告
＝ 

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
論
理
的
に
考
察
で
き
る
授
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
磐
中
学
校 

加
藤 

崇
夫 

 

数
学
で
、
生
徒
が
苦
手
な
学
習
内
容
と
し
て
「
図
形
」
が

あ
る
。
二
年
生
で
学
ぶ
多
角
形
の
角
の
性
質
の
理
解
が
難
し

く
、
困
惑
す
る
様
子
を
よ
く
見
か
け
る
。
そ
こ
で
、
子
供
た

ち
が
互
い
に
考
え
を
伝
え
合
う
活
動
を
取
り
入
れ
、
論
理
的

に
考
察
す
る
力
を
伸
ば
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
の
支

援
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
図
形
に
自
由
に
線
を

引
い
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

ま
ず
星
型
の
図
を
提
示
し
、
先
端
の 

角
の
和
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
取
っ 

た
。
補
助
線
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を 

思
い
出
さ
せ
た
が
、
プ
リ
ン
ト
上
に
た 

く
さ
ん
線
を
引
く
う
ち
に
混
乱
し
、
手 

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
姿
が
多
か
っ
た
。 

そ
こ
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
渡
し
、 

班
で
考
え
さ
せ
た
。
直
線
を
引
く
機
能 

が
あ
る
の
で
図
の
乱
れ
が
少
な
く
、
何 

度
も
補
助
線
を
書
き
直
せ
る
。
ま
た
、 

自
然
と
対
話
的
な
活
動
に
な
り
、
既
習 

事
項
を
活
用
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
考 

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
語
句
も
何
度

も
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
説
明
が
は
か
ど
り
、
数

学
が
苦
手
な
生
徒
も
、
図
形
の
性
質
を
対
話
的
に
学
ん
だ
。

「
図
形
に
書
き
込
ん
だ
こ
と
で
図
形
の
中
に
隠
れ
て
い
る
性

質
が
分
か
っ
た
」
「
班
の
子
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
な
が
ら

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
分
か
っ
た
。
平
行
線
を 

見
つ
け
れ

ば
、
等
し
い
角
が
出
て
く
る
」
と
手
応
え
十
分
で
あ
っ
た
。 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
生
徒
同
士
が
関
わ
っ
て
考
え
を
深

め
る
た
め
の
、
大
切
な
補
助
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

 

。 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝ 

   

い
よ
い
よ
全
小
学
校
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
導
入
と
な
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
が
さ
ら
に
充
実
し
た
。
音
楽
科
で
、「
ガ
レ
ー
ジ

バ
ン
ド
」
や
「
カ
オ
シ
レ
ー
タ
」
を
用
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
今
年
度
、
特
別
支
援
学
級
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
、

敷
居
が
低
く
、
よ
り
直
感
的
に
音
楽
に
親
し
む
ア
プ
リ
は

無
い
も
の
か
と
、
探
し
て
み
た
。 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｙ
ｃ
（
ミ
ュ
ジ
ク
） 

と
い
う
ア
プ
リ
が
あ
る
。
丸
や 

四
角
、
直
線
と
い
っ
た
図
形
を 

任
意
に
選
び
、
画
面
に
任
意
に 

配
置
し
て
い
く
。
す
る
と
、
重 

力
に
引
か
れ
る
よ
う
に
図
形
が 

動
き
、
図
形
同
士
が
ぶ
つ
か
っ 

て
音
が
出
る
。
図
形
を
置
く
場 

所
や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
偶
発
的
に
メ
ロ
デ
ィ
と
リ
ズ

ム
が
生
ま
れ
、
自
由
な
音
楽
づ
く
り
を
楽
し
め
る
。 

こ
の
ア
プ
リ
で
は
、
図
形
を
配
置
す
る
だ
け
の
直
感
的

な
操
作
が
可
能
で
あ
る
。
楽
器
が
不
得
意
で
音
楽
が
嫌
い

な
児
童
で
も
、
夢
中
に
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。 

今
後
は
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
壁

面
に
投
影
し
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
入
り

込
ん
だ
児
童
が
、
図
形
を
タ
ッ
チ
し
て
音
楽
を
楽
し
む
」

と
い
っ
た
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
音
楽
に
親
し
む

た
め
の
新
し
い
入
り
口
と
し
て
、
期
待
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 

（
井
田
小 

学
習
情
報
主
任 

鶴
巻 
司
） 

 
●
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
ス
タ
ン
ド
付
）
紹
介 

 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
貸
出 

さ
れ
て
い
た
40
イ
ン
チ
デ
ィ
ス
プ 

レ
イ
と
ス
タ
ン
ド
の
機
種
更
新
を 

今
年
度
行
い
、
よ
り
使
い
や
す
く 

し
ま
し
た
。 

 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
55
イ
ン
チ
に
大
き
く
な
り
、
画

面
表
示
が
精
細
に
な
っ
た
ほ
か
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を

使
っ
た
動
画
再
生
や
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
接
続
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
は
上
下
昇
降
機
能
が
手
動
か
ら

電
動
に
変
わ
り
、
取
扱
が
簡
易
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

授
業
で
の
動
画
視
聴
や
成
果
発
表
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
予
約
シ
ス
テ
ム
か
ら
予
約
が
可
能
で
す
。 

●
第
16
回
「
ふ
る
さ
と
岡
崎 

 
 

 
 

 
 

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
御
案
内 

 

ビ
デ
オ
教
材
等
の
自
主
制
作
を
振
興
す
る
た
め
に
、

今
年
度
も
「
ふ
る
さ
と
岡
崎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
子
供
た
ち
の
作
品
や
先
生
方
の
自

作
教
材
な
ど
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

・
募
集
期
間 

 
 

平
成
30
年
11
月
１
日
（
木
）
～
12
月
３
日
（
月
） 

 
 

※
巡
回
郵
便
や
持
参
、
郵
送
で
受
付
。
最
終
日

消
印
有
効
。 

・
応
募
先 

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

 
 

〒4
4
4
-
8
6
0
1
 

岡
崎
市
菅
生
町
１-

３-

１ 

・
テ
ー
マ 

自
由
（
生
涯
学
習
、
学
校
教
育
に
適
し 

た
素
材
・
内
容
で
、
応
募
者
の
自
作
で
あ
る
こ
と
） 

※
募
集
要
項
や
応
募
用
紙
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
a
v
l
.
j
p
/

）
に
順
次
掲
載
し

ま
す
。 

 

今
回
紹
介
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ア
プ
リ
「
Ｍ
ｕ
ｓ
ｙ
ｃ
（
ミ
ュ
ジ
ク
）
」 

 


